


ACE阻害活性は，糸状菌由来（Rhizopus

delemar：商品名XP-415）のプロテアーゼによ

る分解物がIC５０で170μg/mlとなり，最も強い

値を示した（表２）．ロースの酵素分解物と比較

すると，ロースでは酵素処理によるACE阻害活

性の増強が観測されなかったのに対して，肝臓

では，酵素処理によるACE阻害活性が強くなっ

ていることが確認された（表３）．このため，以

後の部分精製にはXP-415分解物を用いた．

図１に示したように，肝臓プロテアーゼ分解

物（XP-415処理）については，10のフラクシ

ョンに分けて分取した．得られたフラクション

のＡＣＥ阻害活性は図２のようになった．その

結果，FR-8が最も阻害活性が高く，100％近く

ＡＣＥ活性を阻害した． この他では，FR-7，

FR-6，FR-9の順で阻害活性は高かった．このよ

うに，阻害活性は一つのフラクションではなく，

各フラクションに分布して現れた．

ホウ酸緩衝液(pH8.3)  50μlを加え，3分間，37

℃でインキュベートした後，10mM hippuryl-

His-Leuを含んだ350mMホウ酸緩衝液(pH8.3)

50μlを加えて，30分間反応させた． 1N HCl

200μlを加えて反応停止し，5分後，酢酸エチル

1mlで遊離した馬尿酸を抽出した．抽出液を，遠

心エバポレーターで蒸発乾固し，蒸留水1mlに

溶解して226nmでの吸光度を測定した．

部分精製では，同時に活性測定を行った．カ

ラムは，ODS，C18系のカラム（カラムサイズ

：φ10.0×250mm）を用い，サンプルはタンパ

ク濃度で１回に約600μg添加した．溶媒は0.1

％TFA，アセトニトリルと超純水を用い，流速

2.5ml/min，アセトニトリル0～60％のリニア

グラジエントで溶出させた．この分離操作を 3

回繰り返してフラクションを集め，減圧エバポ

レーターで濃縮乾燥し，300μlの超純水に溶解

した後，そのうち50μlを2連でアッセイに用い

た．肝臓ペプチドは，活性の高い部分について，

アセトニトリル60～100％までの条件で再クロ

マトを行い，さらに精製を行った．
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